
敷地面積…………………………………………… 8,464.2㎡
建物面積（床面積）と構造
　緑の牧場学園（鉄筋コンクリート、鉄骨）…1,866.67㎡
　秋桜寮（鉄骨）………………………………… 318.24㎡
　こまくさ寮（木造）…………………………… 346.86㎡
　作業訓練棟（鉄骨）…………………………… 255.87㎡
　職員宿舎（鉄筋コンクリート）……………… 114.13㎡

施設長　１名
事務員　２名
看護師　２名
栄養士　１名
サービス管理責任者　１名
支援専門員　33名（日勤・早番・遅番・夜勤等）
医師　１名（嘱託医）
※給食業務委託

■ 信　越　道 ／ 佐久平ICより車で20分
■ 北陸新幹線 ／ 佐久平駅下車、タクシー20分
■ しなの鉄道 ／ 小諸駅下車、タクシー15分

◆緑の牧場学園　障害者支援施設／障害福祉サービス事業
　生活介護…55名・施設入所支援…50名・短期入所…２名・
　相談支援
❶秋桜寮　障害福祉サービス事業（グループホーム）
　共同生活援助…４ヶ所24名・短期入所…２名
❷こまくさ寮　障害福祉サービス事業
　共同生活援助…７名
❸ひまわり寮　障害福祉サービス事業
　共同生活援助…４名
❹グループホームしおなだ　障害福祉サービス事業
　共同生活援助…６名

88/　3　「社会福祉法人からし種の会」法人認可
88/　5　知的障害者更生施設「緑の牧場学園」開園
94/　4　定員52名に増員。ショートステイ事業開始
00/　2　グループホーム「秋桜寮」新設
09/　4　こまくさ寮新設
09/12　ひまわり寮開始
12/　8　秋桜寮移設
13/　4　特定相談支援事業開始
15/　3　新作業棟完成
16/　5　グループホーム「しおなだ」開所（佐久市指定管理）
16/10　新居住棟完成 〒384-2106  長野県佐久市八幡1115‒67

TEL 0267‒58‒2244／FAX 0267‒58‒3996

■E-mail karashi@janis.or.jp
■U R L http://www.janis.or.jp/users/karashi/

社会福祉法人からし種の会
緑の牧場学園

■年会費／1口2,000円
■期間／ご入会より１年間
■会費の使途／
　機関誌の発行及び発送
　法人・学園への援助、その他

ご入金方法
■郵便局
■振替／00570‒8‒34543
■名義／緑の牧場学園友の会

賛助会員募集

　この学園は、以下の３つの基本理念に則り、多様な福祉サービスがそ
の利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することに
より、利用者が個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会にお
いて営むことができるよう支援することを目的として事業を展開する。
【利用者の権利擁護】
⑴福祉サービスは、個人の尊厳の保持を旨とし、その内容は、福祉サー
ビスの利用者が心身ともに健やかに育成され、又はその有する能力に
応じ自立した日常生活を営むことができるように支援するものとし
て、良質かつ適切なものを目指す。

【利用者主体のサービス】
⑵その提供する多様なサービスについて利用者の意向を十分に尊重し、
かつ、保健医療サービスその他の関連するサービスとの有機的な連携
を図るよう創意工夫を行いつつ、これを総合的に提供することができ
るよう努める。

【地域に開かれた施設】
⑶福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構成する一員として
日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動の参加
する機会が与えられるように、地域福祉の推進に努める。

　以下の５つの基本方針に従って、利用者の人権を尊重し、豊かな生き
がいと暮らしを支援し自己実現（個の確立）を目指す。
⑴個性化
　利用者の個性を尊重し、主体性（自己決定・自己選択）を生かした支
援の実践に取り組む。

⑵家族化
　家庭的で温もりのある施設づくりを目指す。
⑶地域化
　日常生活において地域に開かれた明るい施設を目指す。
⑷生産化
　利用者の適正な作業を追求するとともに、仕事をすることの厳しさと
充実感を知り、生産活動を通して地域社会に参加していく。

⑸民主化
　広く、社会の人々が運営に参加していただく民主的なシステムを目指
すとともに、あるべき姿の福祉施設づくりを展開する。

望月

緑の牧場学園
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3つの理念と5つの基本方針

事業の内容＆利用定員敷地および建物の構造と面積 MAP

職員配置
常勤・非常勤含む

学園の沿革

ACCESS

緑の牧場学園友の会ご案内



据付けタンス・押入完備。
ＴＶ設置可能。冷暖房完備。
寝具はリースとなります。

完全個室化（※１室のみ２人部屋）

●利用契約書
●重要事項説明書

●面接・アセスメントで利用意向を確認
●個別支援計画作成
●利用者本人等の承諾

入所にあたって

ケアプランをつくって
　　　　サービスを開始します。

お部屋は和洋２種類

本人活動を支援しています

さくら会（利用者の会）、ボウリング大会、映画鑑賞
いちご狩り、要望・意見、ガイドヘルパーとの外出

受給者証の確認
支援費の代理受領
利用者負担があります。

作業活動
●ア ト ム 班（畑作業、しいたけ栽培）
●たんぽぽ班（園外歩行、軽作業、アルミ缶リサイクル）
●あじさい班（パンづくり、手芸）
サークル活動
ミュージカル、芸術、ドライブ、スポーツ、作品づくり
※さくら会（利用者の会）の要望で内容に変更が
　あります。

日中はこんな活動してます

入　浴…毎日入ります。
食　事…月一回選択メニュー、代替食、行事食、
　　　　治療食、刻み食、カロリー計算、栄養管理
おやつ（時々、手づくりおやつ）

入浴と食事

映画鑑賞、カラオケ、ボウリング、夕涼み会
緑風祭、クリスマス、誕生会（月一回）

レクリエーション・行事

飲酒（月一回誕生会）
喫煙コーナーあり（相談の上）
雑誌定期購読支援、テレビ設置

お酒とタバコは！

地域生活移行プログラム
企業実習等
グループホーム
個別支援のまとめ

自立のための支援

学園の
一日
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ふれあい外出、休日外出、個別希望外出
春の旅行、秋の旅行、ガイドヘルパー制度（個別旅行）

外出・旅行はみんなの楽しみ

内科検診、歯科検診
健康診断（40才以上は年2回）、薬剤管理
耳鼻科検診（隔年）、眼科検診（隔年）、健康相談

健康に対する配慮

利用相談窓口（月一回）
サービス評価（第三者評価機関の利用）
情報開示と情報提供
オンブズマン

サービスの改善に努めています

皆さんのご協力を得て

施設のサービスメニュー施設のサービスメニュー


